
国際セミナー 

アメリカから日本へ、そして今、アジアの国々へ 

―障害分野における人材育成の在り方から考える― 

 

アメリカで学んだ日本の障害者たちが日本の社会を変えてきたように、今、アジアの障害者

たちが日本で学び、自分たちの国の社会を変えつつあります。それらの背景にあるのが、日

本の援助団体が実施している人材育成事業です。国際障害者年から３０年経った今、求めら

れるリーダーとは何か？ そして、次世代のリーダーたちの思いとは？ このセミナーでは、

これらの側面から人材育成の在り方を考えます。 

 

１．日時 

  平成２４年５月２５日（金） 

  ①セミナー：１０時～１７時 （受付：９時半開始）   ②交流会：１８時～２０時 

 

２．会場 

  日本財団ビル ２階 大会議室 A （申込用紙の地図をご参照ください） 

〒107-8404 東京都港区赤坂 1-2-2 

 

３．定員 

  国際セミナー ２００名  懇親会 ５０名 （ともに先着順） 

 

４．参加費 

  ①国際セミナー：無料    ②交流会：２，０００円 

 

５．主催 

  公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会 

 

６．協賛 

  米国大使館 

  公益財団法人 日本財団 

  公益財団法人 ダスキン愛の輪基金 

  特定非営利活動法人 自立生活センターさっぽろ 

 

７．後援 （予定） 

  外務省、厚生労働省、日本障害フォーラム 

 

８．問合先 

  日本障害者リハビリテーション協会 研修課 

  〒162-0052 東京都新宿区戸山 1-22-1 

  電話：03-5273-0633  FAX：03-5273-1523  Email：inquiry@dinf.ne.jp 



９．プログラム 

 

時間 内容 スピーカーなど 

09:00-10:00 受付  

10:00-10:20 開会 日本障害者リハビリテーション協会 

10:20-10:50 基調講演 

求められる障害者リーダー像 ～アメリカの事例から～ 

ラーニー・パトリック 

（アクセスリビング CIL ディレクター） 

10:55-11:25 特別講演 
障害分野におけるリーダー育成の効果 

ジュディ・ヒューマン（米国国務省 障害分野特別顧問） 

11:30-12:15 事例報告 

アメリカで学び、育った日本の障害者リーダーたち 

◉ ダスキン愛の輪基金：谷合文広（事務局長） 

平野みどり（熊本県議会議員） 

◉ 日本財団：石井靖乃（国際協力グループ グループ長） 

   岡田孝和（日本社会事業大学 聴覚障害者大学教育支

援プロジェクト プロジェクト・マネージャ

ー） 

  財団研修卒業生 

午前司会：中西由起子（ｱｼﾞｱ･ﾃﾞｨｽｱﾋﾞﾘﾃｨ・ｲﾝｽﾃｨﾃ-ﾄ代表） 

12:15-13:30 昼食休憩  

13:30-15:40 
ﾊﾟﾈﾙ 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

アメリカから日本へ、そして今アジアの国々へ 

～次世代を担うリーダーたちの決意～ 

《パネリスト》 

  ◉ シャフィク・ウル・ラフマン （パキスタン） 

  ◉ リン・チュン・チェ （台湾） 

  ◉ オンダラフバヤール・チョロンダワ （モンゴル） 

  ◉ 光岡芳宏 （ヒューマンケア協会） 

  ◉ 内村恵美 （自立生活夢宙センター） 

《コメンテーター》 

  ◉ ジュディ・ヒューマン 

  ◉ ラーニー・パトリック 

《ファシリテーター》 

  長瀬修（立命館大学） 

15:40-16:00 休憩  

16:00-16:30 質疑応答 長瀬修 

16:30-16:50 まとめ 中西由起子 

16:50-17:00 閉会挨拶 日本障害者リハビリテーション協会 

18:00-20:00 交流会  



アメリカからのスピーカー紹介 

 

 

ジュディ・ヒューマン （Judith E. Heumann） 

米国国務省特別顧問（2010 年 6月～） 

 

ジュディ・ヒューマン氏は、これまで 30 年以上にわたって世

界中の障害者団体と連携し、障害者運動の第一線で活躍してき

た。1995 年には、メキシコで開催された国際障害会義におい

て教育長官リチャード・ライリー氏（当時）の代理をつとめた

ほか、北京で開かれた第 4回国連女性会議へも米国より派遣さ

れた。また、障害者インターナショナル（Disability People’

s International, DPI）、国際リハビリテーション協会

（Rehabilitation International, RI）および、世界各地の自

立生活センターのパートナーとして活動している。さらにヒュ

ーマンは、米国カリフォルニア州バークレーの自立生活センターの共同設立者であると同時に、

同州オークランドの世界障害研究所の立ち上げにも携わっている。 

 

 

 

ラーニー・パトリック （Rahnee K. Patrick） 

シカゴ・アクセスリビング・ディレクター 

 

ラーニー・パトリック氏は米国軍人の父とタイ人の母との間

に生まれ、インディアナ州のノースリバティーという小さな

町で幼少期を過ごした。インディアナ大学在学中に障害をも

つ友人らと STAAR という学生団体を立ち上げ、当事者運動を

はじめた。1996 年に大学を卒業した後は、ADAPT という当事

者団体を拠点として自立生活運動や権利擁護運動に尽力した

ほか、Not Yet Dead というグループにも加わった。それらの

活動は時に市民的不服従として捉えられ、十数回の逮捕に及

んだが、パトリック氏は信念を貫き活動を続けてきた。現在

も ADAPT において若者リーダー研修の専門家とし 

て活躍している。2007 年にはイリノイ州知事にその功績を認められ、同州の障害児教育諮問委員

会に任命された。また、執筆家としても高く評価されており、2008 年にはアメリカ障害者協会

（AAPD）のポールハーン賞を受賞している。現在、パトリック氏は同協会の理事も務めている。 

 

 



■ 申込用紙 

国際セミナー 

アメリカから日本へ、そして今、アジアの国々へ 

  受付番号： 

 

      申込日 平成24年  月  日 

(ふりがな) 

氏名 

 

障害 有 ・ 無  

所属団体  

所属連絡先 

〒                      TEL 

Email                     FAX 

自宅連絡先 

〒                      TEL 

携帯電話 

Email                                       FAX 

交流会 参加する ・ 参加しない 注：交流会参加費は、2,000 円です。 

補装具  1. 手動車いす    2. 電動車いす    3.その他(                   ) 

介助者 1. 同伴する (介助者名                    )     2. 同伴しない 

その他補助 手話通訳 ・ 点字資料 ・ PC 要約筆記 ・ その他（         ） 

 

＊上記をご記入の上、5 月 18 日（金）までに 03-5273-1523 にファクス、 

または inquiry@dinf.ne.jp にメールを送信して下さい。 

 

 

 

 

 

■会場のご案内 

 

＊ご提供いただいた個人情報は、日本障害者リハビリテーション協会の個人情報保護方針に従い、厳重に管理

いたします。また、上記にて情報案内をご希望された方には、ご提供いただいた情報に基づきシンポジウム、

講習会等のイベントの開催案内、書籍のご案内等の情報をご案内させていただくことがあります。 

 

○地下鉄銀座線「虎ノ門駅」 

３番出口より徒歩５分 

出口より前方、歩道橋の向こうに

日本財団の看板が見える 

 

○地下鉄銀座線・南北線 

「溜池山王駅」 

９番出口より徒歩５分 

外堀通りを虎ノ門方面へ直進右

手ガソリンスタンドの先の８階建

てのビル 

mailto:inquiry@dinf.ne.jp

